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第２４２号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

小美玉フットボールアカデミーの現在地



「小美玉フットボールアカデ

ミー」はNPO法人小美玉ス

ポーツクラブが運営する、全寮

型・週末宿泊型女子中学生

サッカーチームです。開校後14

年間で100名もの人材を輩出

してきました。

卒業後は、プロ選手・トレーナー

などのスポーツ界や医療・教育・

公的機関など、それぞれの夢に

向かって歩んでいます。なかに

は、スタッフとして再び小美玉に

関わり、後輩たちのサポートに

携わる卒業生も。今回の特集

は、地域とともに成長を続ける

「小美玉フットボールアカデミー」

に焦点を当てご紹介します。

今月の表紙

　
こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
支

持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市
政
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
、
市
長
と
し
て
の
役
割
と
責
任

の
重
さ
を
心
に
受
け
止
め
、
皆
さ
ま
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
期
待
と
信
頼
に
全
力
で

お
応
え
す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
１
期
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
激
動
の

連
続
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
お
み
た

ま
花
火
大
会
の
開
催
や
、
お
み
た
ま
っ

子
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
子
育
て
支
援

の
拡
充
、
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
企
業

誘
致
な
ど
、
市
制
施
行
２０
周
年
を
迎
え

た
本
市
の
未
来
へ
確
か
な
一
歩
を
刻
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
期
目
と
な
る
今
期
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
結
実

さ
せ
る
飛
躍
の
期
間
で
す
。
小
美
玉
市

新
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
も
と
、
茨
城
空

港
周
辺
や
J
R
羽
鳥
駅
前
の
新
交
流
拠

点
整
備
を
進
め
、
交
流
と
産
業
が
好
循

環
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
防
災
体
制
の
強
化
や
教
育
環
境

の
充
実
を
図
り
、
全
世
代
が
住
み
続
け

た
い
と
心
か
ら
思
え
る
小
美
玉
市
を
築
い

て
い
く
所
存
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
変
わ
ら
ぬ

基
本
姿
勢
と
し
、
市
議
会
と
連
携
し
て
、

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
誠
心
誠
意
、

市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

躍
動
す
る
小
美
玉
新
時
代
を
共
に
切
り

拓
い
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市長就任のごあいさつ

第２４２号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

主な経歴

昭和３６年２月１日生まれ

法政大学　法学部政治学科　中途退学

美野里町議会議員　平成9年８月1日～平成1８年３月２６日

小美玉市議会議員　平成１８年３月２７日～平成１８年９月３０日

　　　　　　　　　　　　　平成１９年１２月１日～平成２２年９月３０日

茨城県議会議員　　 平成２３年１月８日～令和４年３月７日

小美玉市長　　　　　　令和４年４月３０日～

島田 幸三 市長
しまだ こうぞう

躍動する
小美玉新時代へ

任期：令和８年４月３０日～令和１２年４月２９日

小
美
玉
市
長

新市長の所信表明
➡広報おみたま６月号で詳しくご紹介します

就任セレモニーで集まった支援者の方を前にあいさつ 新任部長たちと言葉を交わす島田市長

島田 幸三
小美玉市長

島田 幸三
４月３０日

２期目
スタート

過去の特集もあわせてご覧ください。

2020年9月号
地元のヒロインは
ここから生まれる
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出身地：茨城県

所属歴：新治SC→小美玉フット

ボールアカデミー(4期生)→霞ヶ

浦高→国士舘大

塚 崎 優 璃 菜 選手（DF） 

つ か ざ き ゆ り な

AC長野パルセイロ・レディース

出身地：沖縄県

所属歴：小美玉フットボールアカ

デミー（4期生）→茨城フットボー

ルアカデミー→日本大学

山 田 桜 音 選手（GK） 

や ま だ さ い お ん

ちふれASエルフェン埼玉

▼

小美玉時代の山田選手 

ⒸELFENⒸELFEN

小美玉時代の塚崎選手 ▼ 

アカデミーでは、 指導者の方々や仲間に支えていた

だきながら、 サッカーの技術だけでなく、 挑戦するこ

とや仲間と支え合うことの大切さなど、 多くのことを

学びました。 小美玉市はサッカーを通して自分を大き

く成長させてもらった、 私にとってゆかり

のある大切な場所です。 当時の経験は今

の自分の土台になっています。 これから

もその感謝を胸に、 WEリーグの舞台で

成長した姿を届けられるよう頑張ります。

小美玉市での3年間はサッカーと真剣に向き合えた貴

重な時間でした。 ここで得た知識や経験があったから

こそ成長を続けられ、 今の自分があると感じています。

地域活動での温かいサポートにも心より感謝していま

す。 ピッチ外でも充実した3年間でした。

これからも感謝を忘れず努力を続け、

後輩に夢や希望を与える存在を目指し

ます。 アカデミーの更なる発展と後輩の

皆さんの活躍を心より願っています。

寮生は

小川南中学校で

学校生活

サッカーの楽しさを

みんなに！ 

なでしこ広場

女子選手の
活躍の場を

もっと！

地元企業と
共に大会開

催
地域活動にも

参加！

クリーン作戦

企業の

食の支援が

身体づくりを

サポート

市民駅伝で

活躍！

沿道の

声援が力に

Ⓒ2008PARCEIROⒸ2008PARCEIRO

練習や

体調管理。

日々自分と

向き合う

小美玉フットボールアカデミーの

現在地

大
き
な
喜
び
に
沸
い
た
昨
年
の
茨
城
サ
ッ
カ
ー
界
。

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
J
1
優
勝
や
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク
の
J
2
優
勝
な
ど
、
茨
城
サ
ッ
カ
ー
が
輝
き

を
放
っ
た
一
年
で
し
た
。
そ
ん
な
熱
気
の
中
で
、

着
実
に
成
長
と
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
の
が
全

寮
型

・
週
末
宿
泊
型
女
子
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の

「
小
美
玉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
す
。

全
力
で
夢
に
挑
み
た
い
女
子
中
学
生
の
た
め
の

「
受

け
皿
」
と
し
て
開
校
し
て
か
ら
14
年
。
3
年
連
続

と
な
る
全
国
大
会
出
場
を
経
て
初
の
ベ
ス
ト
8
、

そ
し
て
女
子
サ
ッ
カ
ー
プ
ロ
リ
ー
グ

「
W
E
リ
ー
グ
」

の
選
手
を
新
た
に
２
人
輩
出
す
る
な
ど
、
大
き
く

飛
躍
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
チ
ー
ム
の
価
値
は
戦
績
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
で
育
っ
た
卒
業
生
が
、
今

度
は
選
手
た
ち
を
支
え
る
側
と
し
て
関
わ
り
続
け

る

「
循
環
」
が
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。
地
域
企

業
や
市
民
に
支
え
ら
れ
た
選
手
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
再
び
戻
っ
て
く
る

と
い
う
、
開
校
時
に
描
い
た
未
来
が
、
年
月
を
経

て
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

人
生
を
豊
か
に
し
、
地
域
と
共
に
歩
め
る
人
材
。

今
回
の
特
集
で
は
そ
ん
な

「
地
元
の
ヒ
ロ
イ
ン
」
育

成
を
掲
げ
る
、
小
美
玉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

の
現
在
地
を
見
つ
め
ま
す
。
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リ
ー
グ

「
W
E
リ
ー
グ
」

の
選
手
を
新
た
に
２
人
輩
出
す
る
な
ど
、
大
き
く

飛
躍
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
チ
ー
ム
の
価
値
は
戦
績
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
で
育
っ
た
卒
業
生
が
、
今

度
は
選
手
た
ち
を
支
え
る
側
と
し
て
関
わ
り
続
け

る

「
循
環
」
が
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。
地
域
企

業
や
市
民
に
支
え
ら
れ
た
選
手
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
再
び
戻
っ
て
く
る

と
い
う
、
開
校
時
に
描
い
た
未
来
が
、
年
月
を
経

て
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

人
生
を
豊
か
に
し
、
地
域
と
共
に
歩
め
る
人
材
。

今
回
の
特
集
で
は
そ
ん
な

「
地
元
の
ヒ
ロ
イ
ン
」
育

成
を
掲
げ
る
、
小
美
玉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

の
現
在
地
を
見
つ
め
ま
す
。
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広
が
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応
援
の
輪

ボール遊びやミニゲームを通してサッカーを楽し

く体験できます。

対象：女子は年中～小学 6 年生、男子は小学 2 年生まで

料金：無料

「本格的な女子サッカーを体験したい」 「ポジショ

ン別の専門的な指導を受けたい」という声に応え

て開始。スキル向上や身体づくりなど、 アカデ

ミー生と一緒に練習できます。

日時：毎週火～木曜日　18：00～20：00

会費：1,000円/回

JFAなでしこひろば in小美玉

会場 ：

タスパ

ジャパンミート パーク

アカデミーの練習に参加

茨城 小美玉FA 公式アプリ

フットボールアカデミーの公式アプリに登録して、

夢に向かって頑張る選手たちを応援しませんか？

アプリを通じて試合速報や限定動画などが配信さ

れ、活躍の様子をいち早くチェックできます。

賛助会員
対象：小美玉フットボールアカデミーを応援したい

　　　　個人 ・ 法人

年会費：個人 2,000 円～、法人 50,000 円～

女子
対象

地域の企業がスポンサーに！

応援

参加

彼女たちの「全力」を多くの人々が支えています

アプリの
ダウンロードは

こちら▼

ユニフォームスポンサー（胸）

オフィシャルパートナー

ユニフォームスポンサー（パンツ前）

オフィシャルパートナー

み
ず
こ
し

も
な

水
越 

苺
奈 

さ
ん
｟
12
期
生
｠

2
0
2
6
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン

ユニフォームスポンサー（背面）

オフィシャルパートナー

ユニフォームスポンサー（袖）

オフィシャルパートナー

ライフサポートパートナー

株式会社 一昇金属 

ユニフォームスポンサー（鎖骨）

オフィシャルパートナー

子育て支援 qk talk

株式会社 ジャパンミート

株式会社 つくば電気通信

他にも市内のさまざまな企業が、 食

材や生活用品の提供を通して、 アカデ

ミー生の身体づくりや体調管理を支え

ています。 ※2025シーズン終了時点

�月以降も
開催予定

なでしこひろばやアカデミー練習の最新情報は

小美玉フットボールアカデミーHPへ ▼

NPO 法人小美玉スポーツクラブ事務局

藤田晃人

☎090-7818-6371

Mail fujita@omitama-sports.com

申
込
先

株式会社 ユーゴー

NPO 法人
小美玉

スポーツクラブ
スポーツ教室

参加者 利用者

あおき すみ

青木 寿美 さん

小美玉フットボールアカデミー

調理師

管理栄養士が作ったバランスのとれた献立をもとに、 寮

のキッチンで地元の新鮮な食材を使って調理しています。

サッカーに打ち込むアカデミー生にとって、 食事は身体づ

くりであり楽しみのひとつです。 おいしい料理や何気ない

会話を通して、 親元を離れて生活する子どもたちのサポー

トをしていきたいです。 地域の方々の 「応援しているよ」

の言葉や温かい関わりも、 彼女たちの人間的な成長を支

えています。 受け入れてくれる地域の力を感じます。

私たちの取り組みは、 サッカーを通じ 「自らの人生を豊

かに切り拓く人材を育む」 ことです。 覚悟を持って集ま

る選手と、 それを支える地域の皆さん、 そして小美玉に

帰ってくる卒業生。 この 「循環」 が小美玉の活力になり

ます。 一方で、 開校から14年が経ち、 女子選手の活躍

の場が増えた今、 私たちの活動の真の意義が問われて

います。 現状に甘んじることなく、 市民の皆さまと共に

次なるステージへ。 挑戦は続きます。

ふじた あきと

藤田 晃人 さん

小美玉フットボールアカデミー

監督

つくば市の病院で、 理学療法士としてアカデミー生のリ

ハビリ指導を担当しています。 以前からの夢だったト

レーナーとしても、 県内女子中学生チームの指導補助と

いう一歩を踏み出しました。 私にとってアカデミーは、

一生懸命になれる場所であり、 自分と向き合える貴重な

場所でした。 自分の限界を超える経験ができたことや、

仲間や支えてくれる人たちとの関わりの中で、 多様な考

えに触れたことも財産になっています。

しむら ゆう

志村 悠 さん

卒業生（1期生）

理学療法士

都内の病院で看護師をしながら、 定期的に小美玉に戻り、

アカデミー生の体調確認や悩み相談を聞いてアドバイス

をしています。 卒業時は戻ってくるとは思っていません

でしたが、 スポーツに関わりたいという想いを実現でき

て感謝しています。 当時の仲間とはぶつかり合いながら

信頼を築いてきたからこそ、 別々の道に進んだ今でも、

会えば本音で話し合える一生の仲間です。 今のアカデ

ミー生たちには、 そんな特別な時間を大切に

過ごしてもらえたらと思います。

商店

地域住民

地域住民

卒業生

卒業生

卒業生

地域企業

小美玉
フットボール
アカデミー

タスパ
ジャパンミート

パーク

スタッフ

協力・支援

応援

卒業生（1期生）

看護師

ましこ りほ

益子 莉歩 さん

「全力」の経験が財産に
トレーナーの夢へ踏み出す

地域の皆さんの温かさが
親元を離れて暮らす
寮生の支えに

保護者

一生の仲間と出会った場所で
後輩たちの心身に寄り添う

商店
学校

私たちの使命は「人づくり」
このチームの存在意義を
問い続けたい
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私たちの取り組みは、 サッカーを通じ 「自らの人生を豊
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志村 悠 さん

卒業生（1期生）

理学療法士

都内の病院で看護師をしながら、 定期的に小美玉に戻り、

アカデミー生の体調確認や悩み相談を聞いてアドバイス

をしています。 卒業時は戻ってくるとは思っていません

でしたが、 スポーツに関わりたいという想いを実現でき

て感謝しています。 当時の仲間とはぶつかり合いながら

信頼を築いてきたからこそ、 別々の道に進んだ今でも、

会えば本音で話し合える一生の仲間です。 今のアカデ

ミー生たちには、 そんな特別な時間を大切に

過ごしてもらえたらと思います。

商店

地域住民

地域住民

卒業生

卒業生

卒業生

地域企業

小美玉
フットボール
アカデミー

タスパ
ジャパンミート

パーク

スタッフ

協力・支援

応援

卒業生（1期生）

看護師

ましこ りほ

益子 莉歩 さん

「全力」の経験が財産に
トレーナーの夢へ踏み出す

地域の皆さんの温かさが
親元を離れて暮らす
寮生の支えに

保護者

一生の仲間と出会った場所で
後輩たちの心身に寄り添う

商店
学校

私たちの使命は「人づくり」
このチームの存在意義を
問い続けたい

7 広報おみたま　2026.5



各地区で民生委員児童委員協議会（民

児協）会長として活躍されている3名の

方に、活躍に対する想いや心に残る出来

事などを語っていただきました。

民生委員児童委員の活動

高齢者・障がい者のための相談、支援

住宅の安全・安心を守るための犯罪などの防止

子ども・子育て家庭のための支援など

地域住民 関係機関

民生委員
児童委員

相談

情報提供 情報提供

相談内容の報告
情報伝達

必要な支援を実施

地域のつなぎ役 こんな相談を受けています

７つのはたらき７
民生委員児童委員は、さまざまな関係者や団体などと連携しつつ、課題

や悩みを抱える市民の相談・支援、地域福祉の推進に取り組んでいます。

地域住民の一員である民生委員児童委員だからこそ、地域社会やそこで

生活する人々の実情をふまえた相談支援活動や福祉の仕組みづくりの

提案を行うことができます。

１.社会調査 ２.相談 ３.情報提供 ４.連絡通報

５.調整 ６.生活支援 ７.意見具申

民生委員
・

児童委員
全体

高齢者
に関すること

58.9％

子ども
に関すること

19.0％

その他
17.7％

障がい者
に関すること

4.3 ％

何
気
な
い
会
話
の
大
切
さ 小川民児協会長

田山 久夫 さん

　
委
員
に
な
っ
て
15
年
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
く
地
域
住
民
か
ら
の
相
談

を
受
け
る
立
場
に
、
初
め
は

「自

分
に
務
ま
る
だ
ろ
う
か
」
と
、

責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
活
動
で
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
日
頃

か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
、
何
気
な

い
会
話
を
す
る
中
で
、
地
域
の

様
子
を
見
守
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
の
活

動
は
、
一
人
で
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
つ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
、
委
員
全
員
が
出
演
し
、

活
動
Ｐ
Ｒ
映
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
映
画
作
成
に
よ
り
、
全
国

各
地
の
民
児
協
の
方
々
と
交
流

が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
取
り
組
み
や
工
夫
を
知
り
ま

し
た
。
自
分
た
ち
の
活
動
を
発

信
す
る
意
義
と
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
新
た
な
広
が
り
を
生

む
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

たやま ひさお

活
動
で
励
ま
さ
れ
て

玉里民児協会長

大口 孝 さん

　
民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
て

５
期
13
年
目
で
す
。
当
初
は
民

生
委
員
の
名
称
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
程
度
。
支
え
て
い
る
つ
も

り
な
の
に
、
自
分
が
励
ま
さ
れ

て
い
る
活
動
の
日
々
で
す
。

　
昨
年
１２
月
１
日
に
全
国
一
斉
改

選
が
行
わ
れ
、
新
任
委
員
の
割

合
が
約
４
割
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
こ
と
、
福
祉
や
委
員
職

務
の
こ
と
な
ど
、
研
修
や
現
場

に
立
つ
経
験
を
重
ね
、
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
委
員
同
士
が
助

け
合
え
る
民
児
協
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
病

気
の
た
め
一
人
暮
ら
し
で
こ
の
冬

を
越
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
、
通

院
先
の
付
属
施
設
へ
と
一
時
入

所
し
た
方
へ
、
お
せ
ち
料
理
を

持
参
し
た
こ
と
。
訪
ね
る
人
も

無
く
暗
い
顔
で
し
た
が
、
１
時

間
程
の
会
話
で
元
気
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
再
訪
の

約
束
も
果
た
せ
な
い
ま
ま
１
月
末

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
委
員
２

年
目
の
辛
い
思
い
出
で
す
。

おおぐち たかし

地域の身近な相談相手

民生委員児童委員

民生委員児童委員の

地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に 美野里民児協会長

渡邊　弘明 さん

　
民
生
委
員
と
し
て
平
成
16
年
に

委
嘱
さ
れ
22
年
目
と
な
り
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
「架
け
橋
」
と
な
り
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
最
も
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
生
活
上
の
悩
み
や

子
育
て
の
不
安
な
ど
、
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
か
迷
っ
た
と
き

は
、
お
近
く
の
民
生
委
員
児
童

委
員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら
、
委
員
と
し
て
の
責

任
感
や
住
民
と
同
じ
気
持
ち
で

寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
訪
問
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
じ
っ
く

り
話
を
聴
い
て
寄
り
添
う
先
に
信

頼
関
係
が
生
ま
れ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
を
続
け
て
い
る
と
、
訪
問
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
高
齢
の
方
々

が
多
く
い
ま
す
。
「来
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
、

と
て
も
嬉
し
く
、
少
し
で
も
地

域
の
力
に
な
れ
る
こ
と
が
原
動

力
に
な
り
ま
す
。

わたなべ ひろあき

社会福祉課　社会福祉係　☎ 0299-48-1111 （内線3224）

福祉事務所小川支所　　　　☎ 0299-48-1111 （内線2111）

福祉事務所美野里支所　　☎ 0299-48-1111 （内線1170）

問

5月12日は民生委員児童委員の日です。「高齢者が一人暮

らしなので不安」「子育てに悩んでいる」「介護に疲れた」な

ど、生活の困りごとや悩みなど、誰に相談してよいかわか

らないことはありませんか？

民生委員児童委員は、地域住民の立場からボランティア

で相談相手や悩みごとの解決に向けたお手伝いをしてい

ます。小美玉市では現在89名の委員が活躍し、地域の身

近な相談相手として困りごとの相談から関係機関への調

整など、地域で重要な役割を担っています。

詳しくはこちら ▶

009439ID

各地区民児協会長の声
つながりで地域を支える

※グラフは全国の民生委員児童委員による相談・支援件数（分野別内訳）
　 全国民生委員児童委員連合会「あなたのまちの民生委員・児童委員（令和5年7月版）」より引用
※割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも１００とはならない。
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各地区で民生委員児童委員協議会（民

児協）会長として活躍されている3名の

方に、活躍に対する想いや心に残る出来

事などを語っていただきました。

民生委員児童委員の活動

高齢者・障がい者のための相談、支援

住宅の安全・安心を守るための犯罪などの防止

子ども・子育て家庭のための支援など

地域住民 関係機関

民生委員
児童委員

相談

情報提供 情報提供

相談内容の報告
情報伝達

必要な支援を実施

地域のつなぎ役 こんな相談を受けています

７つのはたらき７
民生委員児童委員は、さまざまな関係者や団体などと連携しつつ、課題

や悩みを抱える市民の相談・支援、地域福祉の推進に取り組んでいます。

地域住民の一員である民生委員児童委員だからこそ、地域社会やそこで

生活する人々の実情をふまえた相談支援活動や福祉の仕組みづくりの

提案を行うことができます。

１.社会調査 ２.相談 ３.情報提供 ４.連絡通報

５.調整 ６.生活支援 ７.意見具申

民生委員
・

児童委員
全体

高齢者
に関すること

58.9％

子ども
に関すること

19.0％

その他
17.7％

障がい者
に関すること

4.3 ％

何
気
な
い
会
話
の
大
切
さ 小川民児協会長

田山 久夫 さん

　
委
員
に
な
っ
て
15
年
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
く
地
域
住
民
か
ら
の
相
談

を
受
け
る
立
場
に
、
初
め
は

「自

分
に
務
ま
る
だ
ろ
う
か
」
と
、

責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
活
動
で
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
日
頃

か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
、
何
気
な

い
会
話
を
す
る
中
で
、
地
域
の

様
子
を
見
守
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
の
活

動
は
、
一
人
で
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
つ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
、
委
員
全
員
が
出
演
し
、

活
動
Ｐ
Ｒ
映
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
映
画
作
成
に
よ
り
、
全
国

各
地
の
民
児
協
の
方
々
と
交
流

が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
取
り
組
み
や
工
夫
を
知
り
ま

し
た
。
自
分
た
ち
の
活
動
を
発

信
す
る
意
義
と
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
新
た
な
広
が
り
を
生

む
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

たやま ひさお

活
動
で
励
ま
さ
れ
て

玉里民児協会長

大口 孝 さん

　
民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
て

５
期
13
年
目
で
す
。
当
初
は
民

生
委
員
の
名
称
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
程
度
。
支
え
て
い
る
つ
も

り
な
の
に
、
自
分
が
励
ま
さ
れ

て
い
る
活
動
の
日
々
で
す
。

　
昨
年
１２
月
１
日
に
全
国
一
斉
改

選
が
行
わ
れ
、
新
任
委
員
の
割

合
が
約
４
割
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
こ
と
、
福
祉
や
委
員
職

務
の
こ
と
な
ど
、
研
修
や
現
場

に
立
つ
経
験
を
重
ね
、
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
委
員
同
士
が
助

け
合
え
る
民
児
協
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
病

気
の
た
め
一
人
暮
ら
し
で
こ
の
冬

を
越
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
、
通

院
先
の
付
属
施
設
へ
と
一
時
入

所
し
た
方
へ
、
お
せ
ち
料
理
を

持
参
し
た
こ
と
。
訪
ね
る
人
も

無
く
暗
い
顔
で
し
た
が
、
１
時

間
程
の
会
話
で
元
気
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
再
訪
の

約
束
も
果
た
せ
な
い
ま
ま
１
月
末

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
委
員
２

年
目
の
辛
い
思
い
出
で
す
。

おおぐち たかし

地域の身近な相談相手

民生委員児童委員

民生委員児童委員の

地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に 美野里民児協会長

渡邊　弘明 さん

　
民
生
委
員
と
し
て
平
成
16
年
に

委
嘱
さ
れ
22
年
目
と
な
り
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
「架
け
橋
」
と
な
り
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
最
も
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
生
活
上
の
悩
み
や

子
育
て
の
不
安
な
ど
、
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
か
迷
っ
た
と
き

は
、
お
近
く
の
民
生
委
員
児
童

委
員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら
、
委
員
と
し
て
の
責

任
感
や
住
民
と
同
じ
気
持
ち
で

寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
訪
問
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
じ
っ
く

り
話
を
聴
い
て
寄
り
添
う
先
に
信

頼
関
係
が
生
ま
れ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
を
続
け
て
い
る
と
、
訪
問
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
高
齢
の
方
々

が
多
く
い
ま
す
。
「来
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
、

と
て
も
嬉
し
く
、
少
し
で
も
地

域
の
力
に
な
れ
る
こ
と
が
原
動

力
に
な
り
ま
す
。

わたなべ ひろあき

社会福祉課　社会福祉係　☎ 0299-48-1111 （内線3224）

福祉事務所小川支所　　　　☎ 0299-48-1111 （内線2111）

福祉事務所美野里支所　　☎ 0299-48-1111 （内線1170）

問

5月12日は民生委員児童委員の日です。「高齢者が一人暮

らしなので不安」「子育てに悩んでいる」「介護に疲れた」な

ど、生活の困りごとや悩みなど、誰に相談してよいかわか

らないことはありませんか？

民生委員児童委員は、地域住民の立場からボランティア

で相談相手や悩みごとの解決に向けたお手伝いをしてい

ます。小美玉市では現在89名の委員が活躍し、地域の身

近な相談相手として困りごとの相談から関係機関への調

整など、地域で重要な役割を担っています。

詳しくはこちら ▶

009439ID

各地区民児協会長の声
つながりで地域を支える

※グラフは全国の民生委員児童委員による相談・支援件数（分野別内訳）
　 全国民生委員児童委員連合会「あなたのまちの民生委員・児童委員（令和5年7月版）」より引用
※割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも１００とはならない。
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小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園

和 室 専 門

私がお伺いします

☎ 0299-26-0669
石岡市旭台 1-15-1

畳工事一式 網戸張替

障子張替 襖張替

一級技能士のお店

ホームページ

石岡市 相川畳店

で検索
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（前列左から） 郡
ぐ ん じ

司副部会長、 田
た な か

中部会長、 島

田市長、 飛
と び た

田県央農林事務所長、 矢
や ぐ ち

口組合長、

岡
お か の

野副部会長

農政課　農政係

☎0299-４８-１１１１ （内線 1156）

問

にら（小川地区）が茨城県青果物銘柄産地に指定

２月13日、小川地区の「にら」が県の青果物銘柄産地

に指定されました。平成10年に初めて指定され、今回

が９回目の指定です。新ひたち野農業協同組合小川に

ら部会では、高度な生産技術をもった36戸の部会員

が、高品質な「にら」を生産しています。令和6年度は

737トンを出荷し、販売額は約5億6,800万円。出荷

先の市場からは「レベルの高い産地」として高い評価を

得ています。今後も、安全性や品質の向上に取り組み、

更なる発展が期待されています。

銘柄産地…食の安心・安全を基本に、 消費者ニーズ

に対応した生産出荷に取り組み、 品質などが高く評

価された産地を県が指定する制度。

救急車が新しくなりました

2月27日、小川消防署に配置された高規格救急自動車を8年

ぶりに更新し、運用を開始しました。

車両には最新の赤色灯を備え、外観デザインにバッテンバーグ

マーキング(側面の市松模様）とシェブロンマーキング（背面の山

型のしま模様）を採用。これにより、視認性が向上し、反射材の

使用により夜間の安全性も高めています。

また、最新の機材を搭載し、より迅速な救命活動に対応します。

今後も市民の安心・安全のため活用していきます。

高規格救急車の内部

高規格救急車

消防本部　警防課　救急救助係

☎0299- ５８- ４５４１

問

詳しくはこちら ▶

ID 0 1 2 3 5 2

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消



3月13日、素鵞神社より「神輿・年番踊屋台

(附
ふ ぞ く ち ゃ だ い か ご

属茶台駕籠)及び祭礼関係文書調査報

告書」を寄贈いただきました。当日は、宮司の

木
き な せ

名瀨 尚
な お た か

孝さんと総代長の藤
ふ じ い

井 雄
ゆ う い ち

一さんが

羽
は と り

鳥 文
ふ み お

雄教育長と談話しました。

令和7年に踊屋台建造100周年を迎え、本年は

神輿が新造されて100年を迎える記念の年と

なります。

■神輿と踊屋台の歴史

かつて、霞ヶ浦北岸地域には、踊屋台を使った

祭礼が行われていました。石岡型の山車や幌

獅子が発展すると、次第に踊屋台は廃れました

が、現在でも7月の素鵞神社の祇園祭では年

番町によって巡行されています。神輿と踊屋台

は地元の大
だ い く と う り ょ う あ ま が い や そ き ち

工棟梁雨ケ谷八十吉が製作を担い

ました。

■報告書の閲覧場所

 ・小川図書館

 ・玉里図書館

 ・美野里公民館図書室

県内の祭礼文化を知るうえで非常に貴重なも

のです。ぜひご一読ください。

社会教育活動に尽力

素
そ が じ ん じ ゃ

鵞神社が神輿と踊
お ど り や た い

屋台の報告書を寄贈

生涯学習課　文化財係

☎0299-26-9111

問

素鵞神社の神輿

年番踊屋台

(左から）羽鳥教育長、木名瀨宮司、藤井総代長
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生涯学習課　生涯学習係

☎0299- ４８-１１１１ （内線2264）

問

職業体験イベント「おみザニア」を四季健幸館 

浅美運輸Spaで開催しました。このイベントは、

地域学校協働活動として開催し、約60人の参

加がありました。地元企業（(株)ダイショー関東

工場、(株)丸善美野里工場、アストラム（株）（旧

ぺんてる（株））、イトウ製菓（株）、いばらきコープ

生活協同組合など）や市民団体などのご協力に

より、看護師・自衛官・建築士・小美玉コンシェ

ルジュなど１７種類の体験を実施。また、中央高

校の生徒２０名にもボランティアとして支えてい

ただきました。参加した子どもたちからは「いろ

いろな職業があって楽しかった」「初めて知った

職業があり、また体験したい」などの感想が寄

せられました。

詳しくはこちら ▶

ID 0 0 9 1 6 3

■地域学校協働活動とは

地域の人と学校が協力して、子どもたちの

学びや成長を支えながら、よりよい地域を

つくっていく活動のことです。その一環とし

て、子どもたちの豊かな体験のため地域の皆

さん（団体・企業等）の協力を得て、令和６年

度から「おみたんスクール」を開始しました。

「マイ箸作り」や「みたらし団子作り」など、

子どもたちはさまざまな体験に生き生きと

挑戦し、楽しみながら学びを広げています。

地域学校協働活動

小美玉初！職業体験「おみザニア」

1 ご協力いただいた講師の方々　　2 イラストレーター体験　　3 看護師体験

4 調味料づくり　　5　機織り体験　　6　救急救命士（AED）体験　　7　小美玉コンシェルジュ体験

1

3

5 7

2

4

6

楽しくレッスン♪

♫高浜駅前音楽教室♫
ピアノ個人レッスン
  
体験レッスン実施中 !
 
　　　  0299-24-2058
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３月２９日、美野里中学校体育館で小美玉市近

郊の中学校（男子団体11チーム、女子団体9チー

ム、参加者数143人）が集まり「小美玉市長杯争

奪第１回中学校卓球大会」が開催されました。

本大会は小美玉市と小美玉市スポーツ協会美

野里卓球クラブの共催、小美玉市教育委員会

の後援とイトウ製菓株式会社の協賛をいただき

ました。

試合では随所に好プレーが見られ、観客席も一

緒に盛り上がりました。総体に向けた選手のレ

ベルとモチベーションの向上につながる大会に

なりました。

大会の結果は下記のとおりです。

▶男子団体

優      勝　友部中

準優勝　小川南中A

第 3  位　美野里中A

第 4  位　岩間中A

小美玉市長杯争奪第1回中学校卓球大会

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎0299-48-1111 （内線 2253）

問

▶女子団体

優     勝　麻生中

準優勝　美野里中A

第 3  位　石岡中A

第  4 位　鉾田南中

企業と連携した火災防ぎょ訓練

3月1日から7日まで、全国一斉に春季火災予防運動が行われ

ました。小川消防署は、地域住民や地元企業と防火意識の向

上を目的として、（株）アクティオ クレーン関東工場（野田地内）

の協力のもと、市消防団第2中隊と合同で火災防ぎょ訓練を行

いました。

訓練を通じて消防団と消防署が連携を強化し、改めて皆さまと

の協力体制の重要性を再確認しました。

（株） アクティオ クレーン関東工場での訓

練の様子

消防本部　小川消防署

☎0299- ５８- ４611

問
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地域と共に歩み、子どもの夢を育む紹介します！わたしの学校

2

1

1 地域ボランティアの方たちと体力テスト！地域と共にある授業実践　　2 児童主体の縦割り班活動

3 ＰＴＡ主催の大人と子どもの玉入れ対決

3

学校紹介

小川南小学校

教育指導課　指導係　☎0299-48-1111　（内線2234）問

学校教育目標

笑顔で登校　笑顔で学び　笑顔で帰る

「あたたかい学校」

教諭

中
な か じ ま

嶋 誠
よ し あ き

明 さん

6年

小
お ぬ ま

沼 蒼
そ あ

愛 さん

本校は、豊かな自然と温かい地域の方々に支え

られた笑顔と活気あふれる学校です。何よりの

自慢は、素直で何事にも一生懸命取り組む子ど

もたちの姿。教員としてこの地に勤務できること

を、心から光栄に感じています。今後、地域とより

深く連携した教育活動を行いたいです。授業の

補助以外にも地元の歴史や産業を共に学ぶ体

験を通し、子どもたちが郷土への誇りと、多様な

人との繋がりを大切にする心を育めるよう努め

ます。学校と地域、保護者が手を取り合いなが

ら小川南小の輝く未来のために尽力します。

代表委員として、学校をよりよくする活動を行っ

ています。雨の日でも楽しく遊べるようにカード

ゲームを用意したり、暑すぎて外で遊べないとき

は体育館で遊べるよう提案したりしました。みん

なが楽しく学校生活を送るため、がんばります。

また、私たちの学校はたくさんのボランティアの

方が学習に協力してくれています。家庭科では

調理のお手伝いや、ミシンの使い方を優しく教え

てくれました。工作や体力テスト、水泳のときも学

校に来てくれます。地域の方がいつも学校に来

てくださるので、安心、安全に、楽しく活動できて

います。

お買い物ツアー

お買い物
支援サービス

■配信内容
防災…気象情報、災害情報、避難情報
火災…出火や鎮火に関する情報
防犯…犯罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。



15 広報おみたま　2026.5

玉
里
短
歌
会

　

桜
咲
く
陽
気
一
変
雪
と
な
り
二
ケ
月
振
り
に
大
地
潤
す

満
開
の
桜
の
下
で
宴
あ
り
平
和
な
れ
こ
そ
楽
し
め
る
な
り

「
友
だ
ち
は
心
の
風
と
光
で
す
」
手
術
間
近
の
友
の
返
信

一
日
に
幾
度
も
見
る
福
寿
草
日
ざ
し
の
ぬ
く
も
り
春
を
か
ぞ
え
る

朝
日
の
中
に
咲
き
始
め
た
る
校
庭
の
桜
の
老
樹
ひ
と
時
眺
む

野　

口　

初　

江

石　

橋　

吉　

生

関　
　
　

千
重
子

高　

田　

久　

子

鶴　

町　

文　

男

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

旅
客
機
が
陽
光
見
せ
て
消
え
て
行
く
音
が
追
い
か
け
冬
空
高
し

好
き
だ
っ
た
濃
い
コ
ー
ヒ
ー
を
お
だ
や
か
な
カ
フ
ェ
イ
ン
レ
ス
に
歳
重
ね
行
く

割
引
の
脳
ト
レ
ド
リ
ル
買
う
て
み
る
夢
中
に
な
り
て
時
を
忘
れ
る

雪
国
の
友
の
悲
鳴
に
手
も
貸
せ
ず
た
だ
雪
ど
け
を
祈
る
の
み
な
り

寒
く
て
も
雪
な
き
里
に
住
む
我
は
好
き
に
動
け
る
こ
の
あ
り
が
た
さ

小
川
短
歌
会

籠
り
が
ち
気
分
は
く
も
り
死
を
思
う
娘
か
ら
の
手
紙
に
救
わ
れ
て
い
る

留
守
番
を
余
儀
な
く
さ
れ
し
老
犬
は
主
人
を
待
ち
て
淋
し
げ
な
顔

語
り
べ
の
会
「
終
活
」
と
友
は
去
る
黄
な
る
水
仙
あ
ざ
や
か
な
今
日

み
ん
な
し
て
笑
っ
て
撮
っ
た
写
真
見
て
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
元
気
で
い
よ
う
と

頼
ま
れ
し
タ
バ
コ
の
つ
い
で
レ
ジ
そ
ば
の
夫
の
好
き
な
あ
ん
ま
ん
二
つ

信　

田　

正　

男

菱　

沼　

友　

江

山　

口　

和　

代

碇　

谷　

き　

え

白
根
澤　

清　

香

小　

川　

ヒ
ロ
子

近　

藤　

静　

江

中　

根　

良　

子

根　

本　

智
恵
子

幡　

谷　

啓　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

風
そ
よ
ぎ
薄
紅
色
の
桜
舞
う

霾つ
ち
ふ
るや
原
油
枯
渇
か
先
見
え
ず

菜
種
梅
雨
散
歩
の
足
を
止
め
に
け
り

山
肌
を
霞
に
包
む
筑
波
山

家
か
ざ
る
枝
だ
れ
桜
の
見
事
な
り

み
の
り
俳
句
会

パ
ン
ジ
ー
の
や
う
な
顔
し
て
笑
ひ
た
し

恙つ
つ
が

な
く
暮
ら
す
幸
せ
風
光
る

白
木
蓮
無
垢
な
る
空
の
明
り
か
な

床
飾
る
利
休
愛
し
た
菜
の
花
と

春
観
音
一
年
ぶ
り
に
数
珠
く
ぐ
り

佐　

藤　

清　

子

白
根
澤　

清　

香

塚　

田　

文　

江

米　

川　

久　

子

滑　

川　

き
み
子

岡　

島　

禮　

子

阿
久
津　
　
　

強

矢　

口　

冨　

久

藤　

本　

一　

三

石　

田　

敏　

江

欅
の
会

春
時
雨
み
ん
な
抱
え
る
小
さ
き
荷

夜
桜
や
船
の
数
だ
け
灯
の
と
も
り

呼
び
止
め
る
風
に
ほ
ど
け
る
ミ
モ
ザ
の
香

風
歌
う
若
葉
さ
さ
や
く
山
の
声

清
明
や
意
志
持
つ
か
た
ち
の
雲
流
る

く
る
み
俳
句
会

花
の
雲
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
鳥
の
声

門
口
の
人
待
ち
顔
の
ボ
ケ
の
花

咲
き
揃
ふ
花
見
の
客
と
な
り
に
け
り

池
静
か
水
面
漂
ふ
花
筏

い
か
だ

太
鼓
の
音
春
の
空
気
を
揺
る
が
し
て

大
曾
根　
　
　

宜

信　

田　

菊　

女

城
垣
内　

睦　

子

福　

島　

邦　

誉

堀　

内　

い
づ
み

松　

田　

通　

喜

矢　

口　

友　

子

小　

玉　

友　

子

ま　

め　

す　

け

関　
　
　

千
重
子

た
ま
り
俳
句
会

耳
守
る
神
と
一い

っ
こ
ん
し
ゅ
ん
し
ゃ
に
ち

献
春
社
日

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
風
車
ゆ
る
り
と
異
国
め
く

伐
採
や
絶
え
て
久
し
き
雉
の
声

花
の
寺
千
社
札
貼
り
お
断
り

大
試
験
の
絵
馬
鮮
や
か
や
村
社

石　

井　

昭　

夫

信　

田　

正　

男

江　

戸　

忠　

男

阿
久
津　
　
　

強

原　
　
　

富
貴
子

小
美
玉
川
柳
会

サ
プ
ラ
イ
ズ
何
も
な
い
け
ど
六
十
年

卒
寿
な
り
仏
の
膝
に
手
を
伸
ば
す

あ
あ
旨
い
ご
は
ん
納
豆
今
日
も
ま
た

サ
プ
ラ
イ
ズ
驚
く
ふ
り
に
一
苦
労

い
い
夢
の
余
韻
に
浸
る
老
い
の
春

三　

村　

れ
い
子

長　

島　

美
奈
子

長　

島　

さ
か
江

長　

島　
　
　

昭

長　

島　

久
美
子



次回の広報おみたま発行日は6月11日（木）です／この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています

おみたま広報

令和8年5月号
TEL 0299-48-1111  　〒319-0192  小美玉市堅倉835
FAX 0299-48-1199　  httpｓ://www.city.omitama.lg. jp

編集・発行　  小美玉市役所魅力発信課

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

小美玉が色んなことを頑張っているのに、活動を知らなかった
のがもったいないと感じました。とっても応援してます！これか
らも頑張ってください。（市内視察した茨城キリスト教大学生）

視察をとおして、実際に小美玉に住んでみたいと思ったし、私も
将来公務員として地元を盛り上げられるような人材になりたい
と思いました。（市内視察した茨城キリスト教大学生）

Vol.60　「　　　　　　　　　　　　　 」

4コマ小美玉暮らし

西郷地にある東京とんこつというラーメン屋がおすすめです。
好きなメニューは、名古屋コーチンの塩ラーメンとねぎ丼です。
是非お召し上がりください！　文化芸術課　細谷（入庁２年目）

去年も申込み、美味しい梨を堪能しました。今年も楽しみに
しています。
山口県60代（ふるさと納税応援メッセージ）

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

夫の転勤で移住し１年。小美玉の

暮らしを満喫中です‼ロゴ・チラ

シ・HP制作等を行うデザイナー

ですが、地元での活動はこの連

載が第1弾‼デザインのご相談は

LINEからお気軽にどうぞ！

作者紹介　ten.design_まみ

次回の広報おみたま発行日は6月8日（木）です／この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています

おみたま広報

令和5年5月号
TEL  0299-48-1111  　〒319 -0192  小美玉市堅倉835
FAX 0299-48-1199　  httpｓ://www.city.omitama.lg. jp
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

（広報おみたま４月号の表紙を見て）フットワークの軽い
市長さんですね！桜と菜の花をバックに、ヘルメットを締め
るお姿。　タイトルにぴったりのポーズと表情でした！　

（市内の大学生たちが制作した短編映画「あのころ」の
記事を見て）素晴らしいです！（拍手）応援してます！頑
張れ～！！　　　　　　　  インスタグラムのコメントよ

小美玉にはカッパ、大だら法師、大ヤマカガシなど、様々
な妖怪が伝わっています。妖怪情報をお持ちのかたはぜ
ひ教えてください！　　　　　 生涯学習課　石井（入庁

鶏卵生産が県内１位とのこと。卵好き一家、応援してお
ります！！　東京都40代（ふるさと納税応援メッセー
ジ）

広報おみたま、全国3位！

Watashi Omitama vol.4 好評「渡し」中！

読みやすい紙面や企画性のある特集記事
が高い評価を得ました
「自治体広報の甲子園」と言われる全国
広報コンクールで、「広報おみたま2022
年９月号」が入選２席（全国３位）を受
賞しました。広報紙部門での受賞は２年
連続２回目で、市が進める「読みやすく
魅力あふれる市民主役の広報紙づくり」
の取り組みが全国的に評価されました。

「エシカル消費」特集の企画趣旨
以前制作したSDGｓ特集の反響が大き
かったことから、より生活に身近な「買
い物」がテーマの「エシカル消費」を特
集しました。「わたしにもできそう」を合
い言葉に、エシカル消費を実践する等身
大の市民の姿を紹介。シンプルライフに
興味がある人々に見てもらえるよう、市
内出身の俳優・廣木葵さんを起用し撮影
した写真を使い、シンプルで洗練された
紙面を目指しました。

「まずはやってみる」！市民が挑戦したプロジェクトを紹介

市民主体のシティプロモーションを紹介
する魅力発信誌「Watashi Omitama 
vol.4」を発行しました。公共空間の活
用をテーマに、市民がプチマルシェに
挑戦した「小美玉やってみるプロジェ
クト」の活動内容や参加者の声を掲載。
「私、小美玉」と「渡し、小美玉」の
２つの意味が込められた冊子は、市内
の公共施設や店舗でお「渡し」してい

魅力発信課　シティプロモーション係　☎0299-48-1111（内線1252）問

魅力発信課　シティプロモーション係　☎0299-48-1111（内線1252）問

令和５年全国広報コンクール　広報紙部門　入選2席

広報おみたま2022年9月号受賞
作品 未来を選ぶお買い物「エシカル消費」特集

受賞した広報紙を見る ▶
009186ID

ネーミングライツで愛称が決定！

アピオス(大・小ホール)、小川運動公園、小川海洋センター

◀詳しくはこちら
012334ID

総務課　庶務係　☎0299-48-1111（内線1283・1284）問

スポーツ推進課

☎0299-48-1111

（内線2251）

問

012461ID

詳しくはこちら ▶

■小川文化センターアピオス　※ネーミングライツ料 年額150万円

▶大ホール

　「茨城トヨタゴールドホール」（略称：ibatoyoゴールドホール）

▶小ホール

　「茨城トヨタパールホール」（略称：ibatoyoパールホール）

■小川運動公園　※ネーミングライツ料 年額50万円

　「茨城トヨタスポーツパークおがわ」（略称：ibatoyoスポーツパークおがわ）

▶たちばな広場

　「茨城トヨタスポーツパークたちばな（略称：ibatoyoスポーツパークたちばな）

■小川海洋センター　※ネーミングライツ料 年額３0万円

　「アビック　アクアリーナ　おがわ」（略称：アビックプール）

開庁時間（窓口受付時間）の短縮は、

▶証明書のコンビニ交付・インターネットを使った申請手続きなど、

デジタル化による行政サービスの向上とあわせた市役所業務の効率化

▶ 業務改革による職員人件費の削減

などの実現に向けた取り組みです。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

（左から）幡谷社長、島田市長 （左から）秋山常務、島田市長

ネーミングライツ・パートナーとして、小川文化センターアピオス(大・小ホール)、小川運動公園は

茨城トヨタ自動車株式会社と、小川海洋センターは株式会社アビックと契約を締結しました。

契約期間は、それぞれ令和8年4月1日から令和１３年3月31日までの5年間です。

※条例で定める施設の名称に変更はありません。愛称・略称が定着するまで、条例上の名称を併記。

はたや あきやま

市役所の開庁時間（窓口受付時間）を変更します

令和8年7月1日(水)から

8：45～16：30
小美玉市役所（本庁、分庁舎）、小川総合支所、玉里

総合支所、羽鳥出張所、健康増進課（四季健幸館浅美

運輸Spa内）、健康増進課小川保健係・こども家庭

センター（小川保健相談センター1階）、水道事務所

※文化・スポーツ・生涯学習施設・学校給食センター・消防署
　 の窓口受付時間に変更はありません。

・市役所本庁
・小川総合支所
・玉里総合支所
の一部の窓口で行っている窓口
延長は、これまでどおり行います。

■毎週 水曜日 19：00まで

毎週水曜日の延長窓口は継続
変更後の窓口・電話受付時間

月～金

対
象
施
設


